
（別紙様式１） 

平成２６年度「岐阜県ふるさと教育週間」実施報告書  
   
 

学 校 名 岐阜市立白山小学校 

実 施 期 間 平成２６年１０月２７日（月）～平成２６年１２月１日（月） 

 

実 施 概 要 
   

①� 読み聞かせ活動 
②� 白山ふれあい広場・文化祭 
③� ひびきあいの日（わたの木祭り 手作り弁当の日） 
④� 観劇会（文化庁の巡回公演事業）   
⑤� プランターへの苗植え 
⑥� 溝旗公園の清掃活動 
⑦�     
 

 

 

実 施 内 容 
 

 
学習・取組の分野 
自然   □歴史   文化   □産業   その他 

 
 
公開の方法 
 授業公開 成果発表 交流活動 講演会等 
 
 地域行事等参加 □その他 

来 校 者 数 保 護 者 約 ４３０ 人  
  計   約 ９６０   人 

地域関係者 約 ５３０ 人 

 

実 施 状 況 
 

 
・保護者および地域住民の方に「読み聞かせボランティア」として学
校へ来ていただいて、児童を対象にした図書の読み聞かせ活動を継
続して進めている。今年度で９年目となる。２日間に延べ７名の方
に協力していただいた。 

・公民館活動の発表の場に、地域の方の作品と一緒に全校児童の作品
を展示し、地域文化の発表に寄与した。 

・文化庁の巡回公演事業による観劇会を行い、保護者にも呼びかけて
参加していただいた。児童は感動しながら観劇していた。  

・「わたの木祭り」では異年齢集団による「なかよし班」で互いに楽し
く遊べる店を計画・立案した取組を発表した。児童相互で参加し合
うとともに、保護者や保育園児・幼稚園児も参加できるようにする
など、一人でも多くの人が楽しめることを考慮して取組を行った。  

・「手作り弁当の日」には、登校時間を３０分遅らせて、児童が自分の
手で弁当を作って登校するようにした。昼食時間には、互いに自分
で作った弁当を自慢しながら、楽しそうに食べていた。  

・地域の老人会の方々に協力していただき、夏に引き続いて苗のプラ
ンターへの移植を行い、ふれあいと地域美化に取り組んだ。 

・地域にある溝旗公園は、児童の遊び場であるとともに地域行事で使
用する大切な場所でもあり、老人会の方や保育園児等と一緒になっ
てきれいにする活動を行う予定である。 

 
 

 

成果及び課題 
      

 
・図書の読み聞かせに聞き入る児童の姿から、話を聞く姿勢づくりが
より一層定着してきたことがわかった。  

・活動のなかで、高学年が低学年の児童の面倒をみる姿が多く見られ
たことから、保護者から、温かい人間関係が醸成されているとのご
意見をいただいた。  

・児童は年間を通して様々な地域行事に参加するとともに、地域の方々と
一緒に活動する機会を多くもっている。また、多くの保護者が、積極的
に地域行事に参加してみえるとともに、学校行事にも意欲的に参加して
いただいている。これらの活動を通して、「学校」と「保護者・地域」と
の密接な関係を一層深めていこうと考えている。 

 
  
 
な連携を図ることができているととらえられる。 
 
 

 


